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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
少
雪
に
始
ま
り
、
四
月
一

四
日
に
熊
本
地
震
、
六
月
一
六
日
北

海
道
内
浦
湾
地
震
、
十
月
二
十
一
日

鳥
取
県
中
部
地
震
、
十
一
月
二
十
二

日
福
島
県
沖
地
震
と
年
間
を
通
し
て

日
本
全
国
が
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
年

で
し
た
。
ま
た
台
風
一
号
は
七
月
三

日
と
昭
和
二
十
六
年
の
観
測
開
始
以

来
二
番
目
に
遅
い
発
生
と
な
り
ま
し

た
が
、
八
月
の
十
号
は
史
上
初
と
な

る
東
北
地
方
の
太
平
洋
側
に
上
陸
し

北
海
道
・
東
北
地
方
に
大
き
な
豪
雨

被
害
を
も
た
ら
す
な
ど
異
常
気
象
の

年
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
私
達
農
家
に
と
っ
て
も
大

き
な
懸
念
事
項
で
あ
っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が

米
国
大
統
領
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
就
任

し
離
脱
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
以
前
に
、
政
府
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認

案
・
関
連
法
案
を
可
決
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
、
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ

Ｔ
Ａ
）
や
日
本
と
欧
州
連
合
の
経
済

連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の
交
渉
が
急

展
開
す
る
状
況
に
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。 

 

こ
の
様
な
状
況
の
中
で
政
府
は
農

地
中
間
管
理
機
構
を
通
し
て
、
農
地

の
集
約
化
を
図
り
大
規
模
農
家
を
育

成
し
農
業
の
競
争
力
の
向
上
を
図
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
確
か
に
土
地
を

集
約
す
る
大
規
模
農
家
は
必
要
で
す

が
、
規
模
を
広
げ
ず
品
質
管
理
に
重

点
を
置
き
栽
培
す
る
農
家
、
ま
た
は

農
業
＋α

で
農
業
以
外
の
職
を
持
ち

な
が
ら
の
農
業
を
行
う
農
家
な
ど
、

様
ざ
ま
な
農
業
の
経
営
戦
略
が
生
ま

れ
、
そ
れ
が
持
続
可
能
な
農
業
を
営

む
こ
と
と
な
り
農
地
を
守
り
更
に
地

域
の
景
観
形
成
に
繋
が
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

私
た
ち
の
農
業
委
員
と
し
て
の
委

員
の
任
期
は
今
年
の
七
月
十
九
日
ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
二
十
日
か

ら
は
新
た
な
農
業
委
員
会
法
に
よ
る

任
命
制
で
の
委
員
会
へ
と
移
行
し
ま

す
。 

 

新
た
な
委
員
会
に
な
っ
て
も
、
意
欲

あ
る
多
く
の
方
々
が
認
定
農
業
者
に

登
録
な
さ
れ
、
持
続
可
能
な
農
業
を

営
ま
れ
ま
す
こ
と
を
お
願
い
致
し
ま

し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 

 
 

飯
豊
町
農
業
委
員 

 

任
期 

平
成
26
年
7
月
20
日
～ 

平
成
29
年
7
月
19
日 

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

須
藤 

利
美 

 

中
地
区
（
公
選
） 

藤
野 

更
織 

 

萩
生
地
区
（
議
会
） 

髙
橋 

亨
一 

 

萩
生
地
区
（
公
選
） 

手
塚 

良
一 

 

黒
沢
地
区
（
公
選
） 

鈴
木 

寛
幸 

 

椿
地
区
（
公
選
） 

小
松 

新
一 

 

椿
地
区
（
土
地
改
良
区
） 

髙
橋 

幸
子 

 

添
川
地
区
（
公
選
） 

舩
山 

寿
一 

 

添
川
地
区
（
公
選
） 

髙
橋 

正
章 

 

添
川
地
区
（
共
済
組
合
） 

舩
山 

彰
夫 

 

小
白
川
地
区
（
公
選
） 

齊
藤 

稔 
 
 

手
ノ
子
地
区
（
公
選
） 

小
川 

と
よ
子 

高
峰
地
区
（
議
会
） 

伊
藤 

悟 
 
 

高
峰
地
区
（
農
協
） 

井
上 

禎
夫 

 

高
峰
地
区
（
公
選
） 

安
部 

数
幸 

 

中
津
川
地
区
（
公
選
） 

農地の利用状況調査 
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農
業
委
員 

髙
橋 

幸
子 

平
成
二
十
八
年
山
形
県
農
業
委
員

大
会
が
昨
年
十
月
二
十
八
日
、
日
本

一
の
山
車
行
列
新
庄
祭
り
が
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
財
登
録
を
受
け
た
新
庄

市
の
文
化
会
館
に
て
県
内
の
農
業
委

員
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

岸
宏
一
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

吉
村
美
栄
子
県
知
事
を
は
じ
め
来
賓

の
方
々
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
そ
の

後
、
次
の
議
事
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。 

一 

農
業
・
農
村
の
活
性
化
に
向
け

た
政
策
提
案
の
決
議 

一 

新
・
農
地
を
生
か
し
、
担
い
手

を
応
援
す
る
全
国
運
動
の
推
進
に
関

す
る
申
し
合
わ
せ
決
議 

一 

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
と
情

報
提
供
活
動
の
強
化
に
関
す
る
申
し

合
わ
せ
決
議 

以
上
三
つ
の
議
案
に
つ
い
て
提
案

さ
れ
、
満
場
の
拍
手
で
決
議
さ
れ
た

後
、
農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け
た

農
業
委
員
活
動
の
強
化
に
つ
い
て
意

思
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
、
私
達
が
不
安
に
思
っ
て
い
る

こ
と
は
、
政
策
提
案
に
あ
っ
た
Ｔ
Ｐ

Ｐ
協
定
が
ど
う
な
る
の
か
、
平
成
三

十
年
か
ら
の
米
の
生
産
調
整
に
つ
い

て
具
体
的
な
施
策
が
見
え
な
い
こ
と
、

新
た
な
施
策
に
関
連
す
る
要
綱
・
要

領
の
方
向
性
な
ど
で
、
早
急
に
具
体

的
な
内
容
を
示
し
、
理
解
の
徹
底
を

図
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

 

ま
た
、
農
業
者
の
声
を
踏
ま
え
、

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
施
策
を
要

望
し
ま
す
。
大
会
で
は
、
は
じ
め
に

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
伝
統
の

あ
る
「
新
庄
ま
つ
り
」
の
ビ
デ
オ
映

像
や
、
囃
子
の
実
演
を
見
せ
て
い
た

だ
き
、
心
が
和
み
ま
し
た
。
今
後
も

農
業
委
員
と
し
て
農
業
・
農
村
の
持

続
的
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
と
感

じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

 
 

 

 

今
年
も
東
京
で 

就
農
相
談
に
参
加 

 

今
年
度
も
、
東
京
で
開
催
さ
れ
る

「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」
に
飯
豊
町

地
域
で
育
て
る
担
い
手
協
議
会
（
会

長
・
井
上
禎
夫
農
委
会
長
）
が
、
就

農
希
望
者
に
対
す
る
就
農
相
談
に
参

加
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ア
は

東
京
会
場
で
年
４
回
開
催
さ
れ
る
も

の
で
、
毎
回
全
国
の
就
農
受
入
を
希

望
す
る
自
治
体
や
法
人
な
ど
約
二
百

団
体
が
参
加
し
、
そ
こ
に
千
数
百
名

の
方
が
就
農
相
談
に
来
場
さ
れ
ま
す
。 

本
町
の
出
展
ブ
ー
ス
に
も
毎
回
多

く
の
方
々
が
相
談
に
来
ら
れ
、
就
農

ま
で
の
流
れ
や
、
研
修
受
入
体
制
と

支
援
策
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
ま
す
。 

フ
ェ
ア
参
加
後
は
あ
ら
た
め
て
研

修
の
案
内
を
行
い
、
日
帰
り
研
修
や

短
期
研
修
希
望
者
の
受
入
を
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
７
名
の
方
が
研
修

し
、
春
に
は
転
入
を
予
定
し
て
い
る

方
も
い
ま
す
。 

今
年
２
月
に
も
こ
の
フ
ェ
ア
が
開

催
予
定
で
、
引
き
続
き
本
町
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
就
農
者
の
増
加
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
（
※
飯
豊
町
地
域
で
育

て
る
担
い
手
協
議
会
は
、
飯
豊
町
で
の
農
業
研

修
と
就
農
に
つ
い
て
相
談
や
受
入
の
窓
口
と

し
て
平
成
２６
年
に
設
立
）

山
形
県
農
業
委
員
大
会
開
催 

就農希望者の相談対応 

山形県大会で、あいさつする井上会長 
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新
規
し
ゅ
う
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農業委員会法改正に伴う農業委員と農地利用最適化推進委員について 

昨年 4 月 1 日より農業委員会法が改正され、これまでの選挙による農業委員の選出が廃止となりました。こ

れからは、一般募集と地域や団体の推薦により、町長の任命と議会の承認で選出されることになります。また、

新たに一定の区域ごとに、地域の農地利用や耕作放棄地の防止、担い手育成と新規就農者の育成を目的に、

「農地利用最適化推進員」の設置が義務付けられました。 

本町では、現在の農業委員の任期後の今年 7 月 20 日からこの体制になります。今後、条例改正を得て、各委

員の募集を開始することになりますので、今後の流れについてお知らせ致します。 

 

これまでの農業委員会 

 ◆選出方法 

公職選挙法による農業委員の選出 10名 

    各団体からの推薦         5名 

 ◆主な活動内容 

    農地に関する相談（売買・賃貸・転用等） 

    農地の売買・賃貸のマッチング活動 

農地の転用・非農地証明・農地改良届等の現場と申請者の意向の確認 

農業者年金加入の推進・全国農業新聞購読の推進 

農業委員会総会での農地の売買・賃貸借・農地転用の審査と許可 

    各地区の農地の利用状況の把握や指導 

    農地パトロール・農地相談会 

 

 新しい農業委員会体制 

 ◆選出方法 

   農業委員 

町内全体からの一般募集と地域や団体推薦で、町長の任命  10名（予定） 

   農地利用最適化推進委員 

    地区ごとに委員数を定め、一般募集と地域や団体推薦で農業委員会が委嘱 10名（予定） 

 ◆主な活動内容 

   農業委員 

    これまでの活動と農地利用最適化推進委員との連携 

   最適化推進委員（担当する地域内での活動） 

    地域の農地の賃貸・売買等のマッチングや担い手への集積・集約化 

    地域内の耕作放棄地の発生防止・解消 

    新規参入者への支援や担い手育成活動 

    必要に応じて、総会への出席 

 

新体制までの流れ 

平成 29年 7月 19日まで 現在の農業委員 15名の体制で委員会を運営 

平成 29年 3月    農業委員・農地利用最適化推進委員の定数条例及び報酬条例の議会承認 

4月   農業委員・農地利用最適化推進委員定数・報酬について 

   （広報又はリーフレット・ホームページで公表） 

  農業委員・農地利用最適化推進委員の募集 

6月  農業委員候補者の評価委員会開催と町長からの任命と議会承認 

   農地利用最適化推進委員の評価委員会 

7月 20日 新体制での農業委員の任命と農業委員会総会 

   農地利用最適化推進委員の農業委員会からの委嘱 
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農地の貸し借りの制度を活用下さい 

大切な農地を農地中間管理機構へ 

「農地中間管理事業」は農地中間管理機構が農地を貸したい農家から農地を借り受け、農業経営の

効率化や規模拡大を図る担い手農家や各地区で作成している人・農地プランに位置づけられた農家に農

地を貸し付ける制度です。 

なお、平成 29年の耕作の為の貸付申込みは終了しておりますが、平成 30年から作付けする農地の貸

付申込みは随時行っておりますので、農業委員会までご相談下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地を耕作せずに、放置しておくと固定資産税が約１．８倍に課税されます。 

荒れた農地や十分管理されていない農地を放置すると、将来、固定資産税が約 1.8倍に増額される場合が

あります。今から農地中間管理機構への貸付などの方策をご検討されてはいかがですか。 

・1月 1日現在で勧告を受けている農地については、その納付する年度の固定資産税が約 1.8倍になります。 

・農地中間管理機構への貸付の意向が示されれば、勧告はされず、固定資産税は上がりません。 

出し手 
農 家 

飯豊町農業委員会 

連携   協力 

 

〇 公的機関が農地を預かるので安心 

〇 賃借料は機構からの口座振込で手間がかからない 

〇 契約期間終了後は、確実に農地が戻ります 

〇 農地中間管理機構に預けることにより「※機構集

積協力金」が受けられます（要件あり） 

〇 農地中間管理機構に所有する全農地（10a未満残

しても良い）を 10年以上貸し付けると、次年度か

ら固定資産税が 3年間、15年以上で 5年間半額と

なります 

 

出し手農家のメリット 

〇 複数の出し手農家の農地を借りても、機構との

みの契約となります（借入期間中は安心して耕

作できます） 

〇 まとまった農地を借りられ、農作業の効率化・

コストダウンが可能です。 

〇 口座振替で賃借料の支払いが便利です 

受け手農家のメリット 

※ 「機構集積協力金」・・・・地域集積協力金（地域の一定割合以上を機構に貸し付けた場合）・経営転換協力金（経営転換・リタイヤ）等 

貸出 借出 
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           「自分が育てた米沢牛を全国へ」 
添川 昭和 横山 晃太さん（２４才） 

  

 横山家は晃太さんの曾祖父から

畜産を営み、晃太さんも幼いころ

から祖父や父の働いている姿を見

ながら育ちました。牛の成長を見

て「面白い」と、当時思っていた

とのこと。生き物を扱うので大変

な作業もあるが、それを乗り越え

た時に得られる結果や達成感に魅

力を感じ、農業がしたいと決意し、

昨年の４月から本格的に就農しま

した。現在は青年就農給付金制度

を活用しながら、繁殖牛を経営の

柱に取り組んでいます。 

「牛の発情を見つけるのはまだま

だ苦手」と言いながらも、「無事子牛が生まれた時はホッと安堵感に包まれます。毎日決まった時間に給

餌などの仕事があるのでまとまって休めませんが、楽しく作業をしています。」とのことです。 

 現在、新しい畜舎を建築中で、経営規模も大きくする計画です。経営については繁殖、肥育にこだわ

らず、変動が激しい市場や時代にあった繁殖＋肥育の一貫経営をしていくことを目標にしています。 

 就農してからは農業大学校時代の恩師であった西置賜農業技術普及課の秋葉先生が飯豊町の担当とい

う縁もあり、ご指導を仰ぎ技術につ

いて勉強中の日々です。 

 父である雅浩さんの姿を見て育

った晃太さん。いつかは父を越えた

いと熱く語っていました。農業の後

継者不足、高齢化が課題とされてい

る中、地域のリーダーとして将来は

中心的な存在となっていくことで

しょう。親子で切磋琢磨する姿を見

て、これからも応援していきたいと

思います。 

取材：農業委員 舩山寿一 

 

 

 

がんばっています！ 若手農業者 
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農
地
の
効
率
的
な
利
用
の
促
進
を
目

的
に
、
農
業
委
員
会
で
は
毎
年
す
べ
て

の
農
地
に
つ
い
て
利
用
状
況
の
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

8
月
25
日
（
木
）、
町
内
全
域
を
５
班
編

成
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
現

地
を
見
る
と
、
ま
だ
ま
だ
少
し
の
手
入

れ
で
有
効
活
用
で
き
る
農
地
が
多
数
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

平
成
27
年
度
に
つ
い
て
は
、
130
件
、

15.4

ha
の
農
地
に
つ
い
て
農
地
利
用
意
向

調
査
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
31
件
、
4.8

ha
ま
で
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
尽

力
に
よ
り
遊
休
農
地
が
徐
々
に
減
少
し

て
き
て
い
ま
す
。 

 
ま
た
、
平
成
29
年
度
よ
り
遊
休
農
地

へ
の
課
税
が
変
わ
り
ま
す
。
遊
休
農
地

に
対
す
る
意
向
調
査
で
、
そ
の
意
向
ど

お
り
に
対
応
し
な
い
場
合
や
調
査
の
回

答
が
な
い
場
合
、
農
地
中
間
管
理
機
構

と
協
議
す
る
よ
う
勧
告
さ
れ
、
そ
の
農

地
の
固
定
資
産
税
が
「
1.8
倍
」
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。 

詳
細
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
に
ご

相
談
下
さ
い
。 

 

米
価
下
落
、
農
業
者
の
高
齢
化
な
ど
、

風
当
り
が
強
い
現
状
で
す
が
、
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
次
世
代
に
残
し

て
行
く
た
め
に
優
良
な
農
地
を
み
な
さ

ま
と
共
に
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

飯
豊
町
で
は
、
国
の
耕
作
放
棄
地
再
生

支
援
事
業
を
活
用
し
、
荒
廃
し
た
農
地

の
再
生
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
6
カ
所
、
約
10

ha
の
農
地
を
再
生
し
、

新
た
な
作
物
を
作
付
け
し
て
頂
き
ま
し

た
。
今
年
度
も
3

ha
の
農
地
の
再
生
と
、

再
生
後
の
営
農
定
着
支
援
ま
で
実
施
中

で
す
。 

近
年
で
は
町
内
ど
の
地
域
も
少
子
高

齢
化
や
後
継
者
の
農
業
離
れ
が
進
み
、

山
間
部
の
農
地
ま
で
手
が
回
ら
な
い
事

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
と
居

住
地
の
間
に
あ
っ
た
里
山
が
荒
廃
す
る

と
共
に
、
鳥
獣
被
害
も
増
大
。
特
に
山

間
部
で
の
農
産
物
の
栽
培
が
困
難
な
状

態
で
す
。
し
か
し
、
農
産
物
の
国
内
需

給
率
が
伸
び
悩
む
中
、
現
在
あ
る
農
地

を
有
効
に
活
用
し
、
そ
の
地
域
に
合
っ

た
農
産
物
の
作
付
け
と
販
売
に
結
び
つ

く
よ
う
な
施
策
を
実
施
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
農
の
未
来
事
業
で
は
、
今

後
30
年
後
の
町
の
農
業
の
在
り
方
を
提

言
し
て
お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
開
催 
耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
ら
農
業
委
員
会
に
相
談
を
！ 

 

農
業
委
員 

藤
野 

更
織 

耕
作
放
棄
地
再
生
事
業
を
活
か
し
た
農
地
へ
の
復
元 

鳥
獣
被
害
防
止
に
も
効
果
的 
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荒廃した農地 再生された農地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区

分 

必要な条件 

60歳未満で２０年以上納付できること 

下記の区分１～5 のいづれかに該当のこと 

国庫補助額 農業者年金に加入するには・・・・・・ 
① 国民年金の第１号被保険者もこと 

② 年間６０日以上農業に従事すること 

③ 60歳未満であること 

税制面で大きな優遇措置があります 
支払った保険料は全額社会保険料控除対象となりま

す。 

月々の保険料を大きくすることで将来の支給
額を増やせます。 
年金の保険料は 2万円～6万 7千円まで加入者が自由

に選択できます。 

 

３５歳未満 ３５歳以上 

1 認定農業者で青色申告者 10,000円（5割） 6,000 円（3 割） 

2 認定就農者で青色申告者 10,000円（5割） 6,000 円（3 割） 

3 
区分1または2の者と家族経営協定を締結し

経営に参画している配偶者または後継者 
10,000円（5割） 6,000 円（3 割） 

4 
認定農業者または青色申告者のいずれか一

方を満たす者で、3年以内に両方を満たすこ

とを約束した者 

6,000円（3 割） 4,000 円（2 割） 

5 
35歳まで（25 歳未満の場合は 10 年以内）

に区分 1の者になることを約束した後継者 6,000円（3 割） － 

農地法許可申請締切日（農地に関する申請） 

【総会開催予定】 

許可申請締切日 総会開催日 

2月 10日 (金) 24日 (金) 

3月 10日 (金) 24日 (金) 

4月 10日 (月) 25日 (火) 

5月 10日 (水) 25日 (木) 

6月 9日 (金) 26日 (月) 

7月 10日 (月) 25日 (火) 

8月 10日 (木) 25日 (金) 

9月 10日 (木) 25日 (金) 

※各種許可申請等は、上記の締切日までにご提出下さい。 

【編
集
後
記
】 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
で
揺
れ
た
昨
年
に
引
き
続
き
、新
た

な
風
を
起
こ
し
て
い
る
新
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
就

任
で
、
農
業
の
み
な
ら
ず
、
外
交
を
含
め
た
大
国
と

の
新
た
な
付
き
合
い
方
が
注
目
さ
れ
そ
う
で
す
。 

町
内
に
目
を
向
け
る
と
、
新
規
就
農
者
や
若
手

農
業
者
も
少
し
ず
つ
増
え
、各
分
野
で
の
活
躍
を
見

聞
き
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

今
年
は
、
政
府
に
よ
る
転
作
面
積
配
分
の
最
終

年
度
で
も
あ
り
、
新
し
い
作
物
導
入
の
模
索
な
ど
、

主
食
用
米
以
外
の
農
地
利
用
を
少
し
づ
つ
定
着
し

つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
農
地
を
取
り
巻
く

諸
問
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、基
幹
産
業
の
基
盤
を

荒
廃
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
農
家
の
皆
様
と
一

丸
と
な
っ
て
邁
進
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

広
報
委
員
長 

安
部
数
幸
委
員 

 

農業者の公的代表機関である農業委員会系統組織が発行する農業総

合専門新聞です。 

全国の情報がわかりやすいよう解説的にまとめられています。また、

多くの読者のみなさまに満足して頂けるよう家族全員で楽しめる記事

も充実しています。さらに、全国 47 都道府県にある支局の県版・地

方版の充実により、地域の元気で特徴ある明るい話題や地域独自のイ

ベント情報などが提供されています 

発行日：毎週金曜日 

購読料：月７００円（送料、税込） 

申込みは飯豊町農業委員会まで  TEL：0238-87-0524 

 

一定の要件を満たせば、保険料  

（２万円）の一部を国が負担してく

れるので、加入者自身が納める額を

少なくできます。 

国民年金に加入している 
農業者のみなさまへ 
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https://www.nca.or.jp/shinbun/index.php

